
1 

 

平成３０年度 大阪府立伯太高等学校運営協議会 第２回議事録 

                            平成 30 年 12 月 15(土) 10：00～11：30

                                    記録：楠本 

 協議会委員参加者 

山下  真理（ＰＴＡ会長） 運営協議会会長 

田中 恒子（地域教育相談員）   

 仲島 浩 （和泉市立和泉中学校長） 

山野 正広（和泉市総務部人権・男女参画室長 ） 

 運営協議会副会長 

      

（１） 会長挨拶 

（２） 校長挨拶 

（３） 生徒・学校の状況 

     １） ３年生の進路状況          （松本教諭） 

２） 1・2 年生（総合学科）の状況について  （細川首席） 

（４） 平成 30 年度学校経営計画の進捗状況      （校長） 

・次年度に向けて 

（５） 第 1回協議会のご意見を受けて   （教頭） 

      ・次年度使用教科書一覧 

      ・本校における転退学者 

（６） 本校の教育活動に関する意見交換 

（７） 校長謝辞 

 

 [主な質問、意見等] 

○は質問、 →は答え、 ●は意見や感想 

 

●  （以前に比べて）転退学者が少ないのにびっくりした。 

●   以前は留年しても次の学年途中で退学する生徒が多かったが、今は留年してもがんばっている。

新しい学年にだんだんなじんでいく。 

○    修学旅行が今年度、（以前の）2 泊から 3 泊に一泊増えたのはどうだったか。 

→  民泊が 2 泊になったので、ホストファミリーの人たちとより親しみができた。 

   3 泊になると（1 泊増えるので）修学旅行に行くか迷っていた生徒が参加せず、欠席率が高くな

ることにもなった。  

○   民泊が 2 泊になって、（修学旅行後）ホストファミリーの人たちとメールのやり取りはしている
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のか。 

→  民泊するに当たって一定のルールを決めているので、メールのやり取りは難しいところがある。

生徒はお礼状は書いていた。 

○   一軒のホストファミリーで何名ぐらい泊まるのか。 

→  5，6 名泊まる。 

○   （卒業後）就職した生徒の状況はどうなっているのか。 

→  5 月ごろ、担任が電話等で状況を聞きとり、その後教員が企業訪問の際、卒業生の様子をうかが

っている。しかし、それ以降の生徒の状況をすべて把握することはなかなか難しい。 

○    （別紙のデータで）8 月に遅刻数が多いのはなぜか。 

 →  8 月下旬から 2 学期が始まるが、特に 8 月中の遅刻が多くなっている。 

○    9 月の台風の被害はどのようであったか。 

→   窓ガラスが 2，3 枚割れたり多くの樹木が倒れた。また屋上にある空調機器が壊れたり、フェン

スが倒れた。修理に 270 万円ぐらいかかった。 

○    総合学科の科目選択で、美容系に進むにはどのような科目を選べばよいのか。美容系に関係する

科目がなかったので選ぶのに苦労した。 

→  専門的な内容は高校では難しい。専門学校への進学に向けて、必要な力を身につけるようにして

もらいたい。 


